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　During the last 20 years, some areas of China have enjoyed the rapid growth of economic, which enlarged the 
rich and poverty between the eastern and western China, the city and countryside. Poverty, especially the poverty 
in the western China becomes one of the big social problems, and it draws much attention in recent years. Among 






























































けて西南地域の雲南省の K 県と N 県，西北地域







school or drop-out of school brings even much more attention. It commonly regarded it is caused by the poverty. 
　Is it so? If the poverty is the only reason of the not-going to school and drop-out of school, What is the 
relationship between them? How to understand the big difference of this status even in the same poverty area?
　This paper researches the poverty and education in the 4 poverty counties, 2 in northwest China and 2 in 
























































































































い．分校には 1 年生から 3 年生までの学級しか
ない場合が多い．さらに K 県での聞き取り調査






























































完全小学校（小 1 ～小 6 までの学年がある小学校）
に行くと，遠いため，寄宿しなければならい．そ
れでさらに寄宿生活費は月50元～ 60元が必要と
























3 に示されているように，西北地域の X 県と T 県
では，学校に通ったことがない割合は75％以上
で最も高い．一方，西南地域の K 県は32％，N 
県は16％しかなく，相対的に低いことがわかる．
また，「小 1 から小 3 まで通った」の占める割合
は K 県がやや高く，21.5％となり，また N 県と 
X 県は 1 割程度となるが，T 県はいない．「小学
校を卒業していない」の割合は X 県が 0%で，T 
県と N 県がほぼ同じ程度で，24％位となるが，K 
県がやや高く，31％に達している．小学校卒業に
ついては，西北地域の 2 県が 0%で，西南地域の 
N 県は24％で，K 県はわずか6.5％である．そし
て「中学校を卒業していない」については，N 県











Ｋ県 Ｎ県 Ｘ県 Ｔ県
調査対象 323軒 343軒 100軒 300軒
学齢児童 215人 154人 90人 261人
在学者 122人 129人 76人 257人
在学していない者 93人 25人 14人 4人






























































ない」は西南地域の N 県と西北地域の T 県でし
か見られなく，しかもその割合はそれほど高く
はない．「先生がいない，校舎がない，遠い」と
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T 県はほかの 3 県より高学歴獲得意識が圧倒的に
強い．
　以上はこれまでの分析結果であるが，不就学や
中途退学は貧困という客観的な原因と学校に通い
たくないという主観的な原因による．前者は少数
民族県で不就学や中退の大きな原因の 1 つとなっ
ているが，漢民族県では貧困による問題は見られ
ない．したがって，少数民族県の学齢児童に重点
的に経済援助すべきだ．後者は漢民族県でも少数
民族県でも見られるが，これは現在大卒就職難の
問題や県民全体の教育レベルが低いことに影響さ
れていることもあろう．またほかの原因，たとえ
ば，勉強にならない及び校舎がない，遠いなどは
家庭の貧困よりも県の財政収入の少なさによる結
果だと思われる．知的環境や物理的環境の整備に
国が積極的に援助するが必要あるだろう．
付記　本稿は，平成17年度から平成20年度にか
ける科学研究費による「中国農村に関する貧困
発生のメカニズムとのその対策に関する社会経
済的研究」に関する共同研究の一部である．共
同研究代表者の中兼和津次教授（青山学院大学）
並びに共同研究に参加されている各位先生方に
感謝します．
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